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これまでの参加学生の声 

 

－2013-2014参加学生の声－ 早稲田大学卒業生  庄司 航平 

 

CSPC International Fellows Program は貴重な機会を数々与えられるプログラムであります。一

方で、それを最大限に活かすためには相当の覚悟、準備、知識、コミュニケーションスキル、そして

勇気が必要だと感じました。プログラムの詳細に記載されているように、世界中のトップレベルの学

生、政府高官及び高ランクの国際機関職員など、普段ではお会いできない人々と少人数でディスカッ

ションをするイベントが多数あります。ここで勇気を振り絞り、会議までに重ねてきた準備や知識を

活かし、ハイレベルなディスカッションに貢献できれば貴重な意見や情報を聞くことができます。さ

らに、場合によっては連絡先を頂くことができ、今後の情報収集、ネットワーキングにおけるかけが

えのない財産となる可能性すらあります。また、自由時間については、Ivy League 校をはじめとす

るそれぞれの大学内の選抜を潜り抜けてきた優秀な学生とパーソナルなレベルで交流する機会でも

あります。他にもアメリカ政治の中心というユニークな環境を活かし、例えば事前に普段日本ではお

会いできないような方々と個人的に連絡を取り、面談を入れたりすることもできます。ただし、当プ

ログラムではあくまでこのような機会が与えられるだけです。ディスカッション中に何も発言せず、

自由時間にテレビを見ていても、すべてのタスクを終えることはできます。しかし、これではあまり

にもったいないと思います。当プログラムは、大学時代最大のハイライトとなり得ますし、今後の人

生における貴重な財産をいくつも得られる機会でもあります。以上を踏まえ、CSPC International 

Fellows Programを最大限に活かせると思う方々には、奮って応募いただきたいと思います。 
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    －2012-2013参加学生の声－ 立命館大学卒業生  吉川 睦 （2013 Moffet Award受賞） 

                         

CSPC International Fellows Program の一番の魅力は、アメリカ現代政治、外交や国際経済、リ

ーダーシップなど幅広い分野のゲストスピーカーから話を聞くことができ、それだけではなく、その

場で意見交換ができることだと感じました。年に２回ある会議は、前半の International Fellows だ

けで、ペンタゴンやアメリカ国務省、シンクタンク、大使館などを訪問するフィールドスタディと、

後半のアメリカ人学生と合流し、ホテルの会議室で開かれる Presidential Fellows Conferenceに分

かれています。実際にワシントン D.C.で働いている人に会い、話を聞き、質問をする、アメリカなら

ではのインタラクティブなプログラムです。 

私は、このプログラムを通して、アメリカ政治はもちろんのこと、今アメリカ人学生が何を考えて

いるのか、どういうキャリアを描いているのか、ディスカッションにはどのように参加したら良いの

か、などの実践的な知識も学ぶことができました。 

応募を考えている人へ。全体を通して、とても詳しいアメリカ政治や歴史の知識が問われます。ま

た、政治家やジャーナリストやリサーチャーとしての働き方などの話もたくさんあります。アメリカ

政治専門の方、政治家志望の方、現在大学生で大学院志望の方等に是非、応募して欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 


